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概 要 

 

細菌は化学物質を感知して周囲の環境を認識し応答する機能や、自ら合成する化学物

質を介して細胞間での情報交換をする機能をもつ。このような現象には、細胞密度を感

知して集団行動を制御するクォーラムセンシング（QS）と呼ばれる微生物間情報伝達

機構が知られており、色素産生や菌体発光、バイオフィルムの形成などがこの QS 機構

によって制御されていることが明らかとなってきた。Pseudoaltelomonas sp.520P1 株の産

生する青紫色色素 violacein には抗腫瘍作用があり疾病の治療薬として応用が期待でき

る。しかしながら、520P1 株を培養すると菌体増殖と色素産生開始までに時間差が見ら

れる。この時間差から 520P1 株の色素産生調節機構に QS 機構の関与が考えられた。そ

こで、QS 機構においてシグナル伝達物質として合成されるオートインデューサー(AI)

を検出することで、520P1 株の色素産生機構の解明を試みた。実際に、520P1 株培養上

清液より回収した物質をまだ色素を産生していない 520P1 に添加した結果、物質を添加

したものは添加しなかったものに比べ色素の産生開始が早まり、AI 様活性をもつ物質

が存在することが認められた。


